
1997年出上の木簡

富
山
・清
水
堂
Ｆ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
市
水
橋
清
水
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
六
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
碁昌
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鹿
島
昌
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

（鎌
倉
・
室
町
時
代
が
主
体
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
水
堂
Ｆ
遺
跡
は
、
富
山
市
北
東
部
、
常
願
寺
川
の
扇
状
地
の
湧
水
地
帯
の

一
郭
で
あ
る
白
岩
川
右
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
標
高
Ｌ
約
九
ｍ
を
測
る
。
遺
跡

か
ら
南

へ
二
血
の
立
山
町
及
び

舟
橋
村
周
辺
に
は
、
開
田
図
が

残
る
東
大
寺
領
大
藪
荘
の
存
在

が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ

る
。
そ
の
東
に
は

「
里
正
」
木

簡
が
出
土
し
た
辻
遺
跡
が
所
在

津

、す
る

（本
誌
第

一
二
号
）。

色
＾
　

今
回
の
調
査
は
県
営
圃
場
整

備
事
業
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九

九
四
年
か
ら

一
一
遺
跡
を
対
象
に
試
掘
、
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

清
水
堂
Ｆ
遺
跡
は
、
前
年
度
の
試
掘
調
査
の
結
果
、
七
八
〇
〇
ポ
の
範
囲
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
掘
立
柱
建
物
に
伴
う
小
穴
群
、
溝
跡
な
ど

が
検
出
さ
れ
て
い
た
。
今
年
度
の
発
掘
調
査
は
約
三
〇
〇
ポ
を
対
象
に
行
な
い
、

上
下
三
層
の
遺
構
面
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
上
層
の
中
世
以
降
の
遺
構
面
に
形
成
さ
れ
た
大
溝
、
あ
る
い
は
池

と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の
下
部
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
同
遺
構
内
か
ら
は
他
に
、

珠
洲
焼
、
越
中
瀬
戸
焼
、
近
世

・
近
代
陶
磁
器
、
漆
塗
椀
、
漆
塗
箸
状
木
製
品
、

漆
塗
杓
子
、
下
駄
な
ど
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
狭
長
な
調
査
区
の
南
端
に

木
簡
出
土
遺
構
は
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
す
ぐ
南
に
は
改
修
さ
れ
た

「大
正
用

水
」
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
遺
構
は
改
修
前
の
用
水
路
と
重
複
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
木
簡
は
近
隣
か
ら
流
れ
込
ん
だ
遺
物
で
あ
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔魚
ヵ
〕

⑪

　

□
龍
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

益
泉
∞
昌

板
状
の
材
の
上
下
両
端
が
折
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
が
、

く
ず
し
て
い
る
た
め
判
読
し
幸
い
。
三
字
め
は

「迫
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

宇
形
や
意
味
の
通
り
か
ら
み
て

「魚
」
の
可
能
性
が
高
い
。

釈
読
に
つ
い
て
は
、
富
山
大
学
の
鈴
木
景
二
氏
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

の
渡
辺
晃
宏
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。



９
　
関
係
文
献
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山
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教
育
委
員
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年
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頭
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早
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庄
八

一
九
九
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
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右
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藤
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右
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五
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四
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長
岡
京
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長
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京
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の
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二
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番
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（南
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脇
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一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
五
）

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

（第
九
次
）
　

長
岡
宮
跡

（宮
第
三

一
・
三
三
次
）

草
戸
千
軒
町
遣
跡

（第
五

・
六

。
人
次
）

国

。
郡
の
行
政
と
木
簡

―

「国
府
跡
」
出
土
木
簡
の
検
討
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
康

京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
鹿
背
山
郷
蔵
の
俵
上
札
　
　
　
　
　
　
　
　
日
中
淳

一
郎
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